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運転資本の増加
運転資　本　の　源泉
　臨時項目前利益
　加算：減価償却費
　　　　　償　　　　却
　　　　　設備除却損
　臨時項目：M社株の売却
　特許権取得のための普通株
　の発行
運転資　本　の　使途
　設　備　　の　購　入
　普通株の発行による特許権
　の購入
　社　債　　の　償　還
　配　当　金　の　公　示
非流動資産の変動
借 方障 方
29，　OOO
．g．o，　oeo
49，　OOO
30，　OOO
79，　OOO
10，　OOO
1，　OOO
4，　OOO
2s，　eoo
5，　OOO
34，　OOO
79，　OOO
79，　OOO
分　　析　　記　　入
借 方縫 ?
（f）　5，000
（d）　4，000
（g）　30，000
（i）　20，000
kj）　10，000
（a）　2g，　ooo
（b）　8，000
（c）　1，000
（d）　2，000
（e）　2s，　ooo
（h）　30，000
エ64，000
（e）　lo，　ooo
（d）　6，000
（b）　8，000
（c）　1，000
（g）　2s，　ooo
（g）　s，ooo
（a）　2g，　ooo
（e）　ls，　ooo
（f）　5，000
（hl　30，000
（O　20，000
（j）　10，000
164，　OOO
（6）キャッシュ・フロー（cash　fiow）分析の説明
　会社のなかには，外部の利用者のために財務諸表を作成する場合，運転資本よりはむしろ，現
金の源泉および使途を示す財政状態変動表を作成する者がいる。しかし，やはり意見書第19号の
要求が適用される。このような表もまた，「財政状態変動表」と名付けるべきであるし，たとえ
現金が直接に影響を受けない場合でも重要な財政活動および投資活動は含めるべきである。運転
資本より現金に焦点があるので，「財政状態変動表一現金基準」と呼ぶのが適切であるかもしれ
ない。この表は「キャッシュ・フpa　一・ステートメント」ともいわれる。
　キャッシュ・フローの管理は，企業における運営のなかでも批判の多い機能をもっている。キ
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　　　　　　　　　　　　財　政
　　　　　　　　　　　第2年度，
B社
運転資本の源泉
　営　業：臨時項目前利益
　運転資本の減少でない費用の加算：
　　　営業からの合計
　臨時項目：M社町の売却（税控除）
　特許権取得のための普通の発行
　　　運転資本の源泉合計
運転資本の使途
　設備の購入
　普通株の発行による特許権の購入
　社債の償還
　配当金の公示
　　　運転資本の使途合計
運転資本の増加
運転資本構成部分の変動
　流動資産の増加（減少）：現　　金
　　　　　　　　　　　受取勘定
　　　　　　　　　　　棚卸資産
　　　　　　　　　　　前払費用
　　　流動資産の増加
　流動負債の増加（減少）：支払勘定
　　　　　　　　　　　配当金
　　　　　　　　　　　見越債務
　　　流動負債の減少
運転資本の増加
????? ??????11??
??
1
??
減価償却費
償　　　却
設備除却損
29，000ドノレ
8，　OOO
1，　OOO
2，　OOO
5，000ドノレ
30，　OOO
20，　OOO
IO，　OOO
　2，000ドル
（　5，000）
10，　OOO
　2，　OOO
（10，000ドル）
　2，　OOO
（13，　OOO）
40，000ドノレ
25，　OOO
30，000
95，000ドノレ
65，　OOO
30，000ドノレ
9，000ドノレ
（21，　OOO）
30，000ドノレ
ヤッシュ・フロー・ステートメントは現金の動きを計画し，統制する過程の一部として，内部用
に作成され利用される。この場合，意見書19号の指針を固守する必要はないが，それでも同じ様
式を使う場合が多い。現金予算はキャッシュ・フpa　一一の管理にとって重要なものである。
　キャッシュ・フロー・ステートメントには，現金の源泉の報告と現金の使途の報告の二つの主
要な区分がある。運転資本構成部分の変動を別に分けて報告する必要はない。その理由は，現金
以外の運転資本の構成部分の変動が，営業によって得られる現金を得るのに必要な修正として示
されるからである。
　さて，発生基準額から現金基準額へ純利益額を変換する手続きについて考察しよう。この手続
きは次のようになる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　財政状態変動表の一考察　　151
発生基準十　　　　 →現金基準
売上げ＋期首受取勘定一期末受取勘定＝＝受取り
牽上原価＋耀羅＝鍵叢雛商品仕入れのための支払い
営業費および所得税＋期末前払費用一期首前払費用
（減価償却費および同様の除却を除く）麟嚇用糊末見韻用淵のための支払い
　　　　減価償却費（および　　　　　　　　　　　　　　　　　無視する　　　　同様の除却）
　たとえば，
加したとすると，10，000＋3，000－4，000＝　9，000，
する。
：o
期中1，000丁目の売上げがあり，受取勘定が同期間に3，000ドルから4，　OOOドルに増
　　　　　　　　　　　　　　　　　すなわち，9，000ドルの集金があったたと推断
　現金基準の個々の収益および費用はキャッシュ・フロー・ステートメントには示されないの
で，営業によって得られる現金は，発生基準の純利益から始めて，現金基準額に修正することで
示される。その際，次の表が参考になる。
運転資本項目
???????? ??? ??
　　　運転資本の変動
現金基準の純利益に変換する
ための発生基準純利益の修正
加 鋼棒 i
? ?????????????????
　たとえば，受取勘定の数値を現金基準数値に変えるためには，発生基準の純利益に期中の受取
勘定の減少分を加える。受取勘定が増加したならば，増加分を発生基準の純利益から控除する。
　要約すると，発生基準の純利益額を現金基準の純利益額に変換する手続きは次のようになる。
　　　発生基準の純利益＋減価償却費および除却＋または一受取勘定，棚卸資産，前払費用，
　　　　支払勘定および見越債務の変動＝現金基準の純利益
　さらに，変換を明確にするためにつけ加えると，次のようになる。
　売上げの現金基準への変換
　　　純売嵯難諜｝一からの現金受領
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売上げ原価の現金基準への変換
売上げ原価
純仕入れ
十　受取勘定の減少
　または
　　受取勘定の増加
＝仕入れのための現金支払い
　発生基準の費用の現金基準への変換
　　　費用｛熟畑饗｝雌1瀦面謝一費用のための獄抑・
　キャッシュ・フローの分析を説明するために，実際にキャッシュ・フロー・ステートメントを
作成するのに，第4表および第5表を再度利用することとする。
　第！段階　比較貸借対照表の現金残高を比較して期中の現金の正味増減を決定する。A社の場
合は，5，　OOO　F’ルが計算された額である。この金額は第13表のキャッシュ・フロー・・ステートメ
ントの最後に示されている。
　第2段階　営業から得られる現金を決定する。この段階は純利益を発生基準額から現金基準額
に変換するための修正を伴う。A社の修正は次のとおりである。
①減価償却費は非現金費用であるので，期中の減価償却費5，000ドルは発生基準の純利益に加
　えられる。
②受取勘定の9，000ドルの増加は，発生基準の純利益から控除される。この修正は，本質的に，
　売上収益の現金受領額への変換を示す。すなわち，受取勘定の現金集金は，発生基準の販売収
　益より9，000ドル少なかったということである。
③棚卸資産の年間5，000ドルの増加は，発生基準の純利益額から控除される。この修正は，発
　生基準会計下の売上原価を「購入した商品のための現金支払いjに変換することを示す。
④支払勘定の2，000ドルの増加は，発生基準の純利益に加えられる。この修正は，支払勘定の
　精算の際の現金の支払いが，当期購入された商品より2，000ドル少なかったということでなさ
　れた。
　以上の修正が発生基準の純利益9，000ドルに適用されると，営業によって得られる現金（すな
わち現金基準の純利益）は，第13表のように2，000ドルになる。
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　　　　　　　　　　　　　　第13表
財政状態変動表一現金基準（またはキャヅシュ・フロー・ステートメント）
　　　　　　　第3年度　エ月1日からi2月31日まで
A社
現金の源泉（または現金の受取り）
　営　　業：五逆禾u益
　純利益を現金基準に変換するための加算（減算）項目＝
　　減価償却費
　　受取勘定の増加
　　棚卸資産の増加
　　支払勘定の増加
　　　営業からの合計
　工場資産の売却
　普通株の発行
　　　現金の源泉合計
現金の使途
　工場資産の購入
　配当金の支払い
　　　現金の使途合計
現金の正味増加
9，000ドル
　5，　OOO
（　9，000）
（　5，000）
　2，　OOO
8，000ドノレ
3，　OOO
2，000ドル
4，　OOO
10，　OOO
16，000ドノレ
11，　OOO
5，000ドノレ
　第3段階　貸借対照表の残りの変動を分析する。
①工場資産は年間1，000ドル増加した。二つの事柄がこの変動を引き起こした。現金4，000ド
　ルの工場資産（原価7，000ドル，減価償却累計額3，000ドル）の売却は現金の源泉で，8，000
　ドルの工場資産の購入は現金の使途であった。
②減価償却累計額は2，000ドル増加した。すでに考察した二つの事柄一5，000ドルの減価償却費
　と，3，000ドルの減価償却累計額を伴う資産の売却一はこの変動を説明する。
③配当金は1，000ドル増加した。二つの事柄がまたこの変動を説明する。3，000ドルの配当金が
　支払われた一現金の使途。4，000ドルの配当金の公示は，この期間の現金の流れには影響し
　なかった。
④　株式の追加発行の結果として，普通株が10，000ドル増加した。このことは現金の源泉の増加
　である。
⑤純利益9，000ドルおよび配当金公示4，000ドルの結果として利益剰余金は5，000ドル増加した。
　純利益は営業によって得られた現金として，最初の部分にキャッシュ・フロー・ステートメソ
　トに示される。配当金の公示はキャッシュ・フローに影響しない。
第4段階　キャッシュ・フロー・ステートメントを完成し，現金の源泉合計と現金の使途合計
との差額が，第1段階で計算された現金残高の変動に等しいことを確認する。
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3　財政状態変動表教授の諸問題
①　財政状態変動表教授についての実験研究
　PrattとCrismanは財政状態変動表の教授について，二つの方法と学生の成績，費消時間およ
び態度に関する二つの宿題の結果を比較する実験を行って，Accounting　Reviewに発表した。
　米国会計原則審議会意見書第19号発表以来，財政状態変動表は米国のすべての会計カリキュラ
ムで扱われているが，理解するのに困難があり，混乱を伴っているとし，財務状態変動表の複雑
性は，会計指導者にとってもむずかしい問題を提起している。すなわち，発生基準の財務諸表の
展開に殆んどの時間を費やした後に，発生基準に基づかない財政状態変動表に焦点をあわせて教
えなけれぽならないということをあげている。
　会計教師は，取引の根底にある重要なものをあえて分析して，学生を混乱させる危険を犯すよ
り，皮相的な理解ではあるが，表や様式の作成手続きに焦点を絞るようになるという。
　教授および表示については，増し戻し法（Add－Back　Method）と直接法（Direct　Method）と
の二方法があるが，最近出版された10冊の初級会計教科書には直接法を説明したものはなかった
と言っている。
（2）結　　　論
　実験の結果は，①増し戻し法を受けた学生と比較して，直接法を受けた学生は試験問題で高い
得点を示し，宿題問題と試験問題で多くの時間を費やしたが理解のレベルは高かった。
②宿題の比較では，運転資本基準の宿題よりも，現金基準の宿題を課せられた学生のほうが，
試験問題で高い得点をあげている。
　実験研究の結果として，財政状態変動表を範囲に取り入れる場合は，最低，直接法に言及し，
伝統的な増し戻し法の選択は自由とすべきである。
　ま　と　め
　財政状態変動表の問題は，日米の財務諸表の体系の相違に起因するものが多い。しかし，管理
会計の一分野として，今後研究を重ねて行く必要が十分にあると思う。
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